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病弱教育部総括主事   湯川 正雄 

 

本校に在籍する児童生徒が抱える課題はさまざまで多様化しています。病気がきっかけで入

院をしますが、本校で学び教育相談を受ける中で特定教科のわかりにくさ、友人関係がうま

く結べない、こだわりが強い、など不適応を起こす要因になる病気以外の課題が見つかるケー

スがあります。 

  そのような子供たち一人一人に焦点を当て、前籍校の学習内容、進度を基本にしながら、じっくり

丁寧に個に応じた学習課題に取り組んでいく中で「わかった。できた。」ということを実感し、尐し

ずつ自信をつけてきたように思います。本校での教育活動を通して自己肯定感が育ち、自分に自信を

持ちいろんなことに積極的にチャレンジできるようになることを願っています。 

 ひとりひとりのできることを見つけ、成功できる体験を積み重ねられることの重要性、他の人と

比べるのではなく、昨日、今日、明日と成長していく自分のことを見て欲しいと思う子供の心

と、できたことに対する評価の大切さを教えられる日々です。  

 最後になりましたが、６月２８日（火）本校で公開研修会「発達上の課題から小児肥満

を考える。」を本校校医である国立病院機構南京都病院小児科医長 徳永 修 医師 を講

師に招いて開催しました。日頃保健室で肥満等の課題を抱える子供たちに接して

おられる養護教諭の先生方を中心に、約３０名の参加があり、肥満指導にか

かわるニーズの高さを改めて感じました。御参加いただいた先生方にはこの

場を借りて、お礼申し上げます。ありがとうございました。 

 総合的な学習として小学部の４年生は「梅の学習」をしています。 

 ６月２３日に、近くの梅林で「梅とり体験」をしました。その後、梅干しづくりに詳しい

先生に聞き取りをし、聞いたことをもとに現在「梅干しづくり」の真っ最中です。また、

「梅の学習」で分かったことや思ったことを２人で協力してまとめていっています。 

梅づくりのインタビュー 

 交流会当日は、音楽会の後、パラバルー

ンやブラックシアターを楽しみました。 

パラバルーン 

司会進行もみんなで

やりました！ 

お友達にお星さまをとってあげ

ました。 

ブラックシアターの星空にうっとり★ 

学習の成果をまとめています 

 重心教育部の友達と交流しました。最

初は、遠巻きに見ていた子供たちも交流

を重ねるごとに同年齢の

友達として、握手をした

り優しくかかわっていけ

るようになりました。 

病弱教育部の自立活動は「自分の病気や特性について学習をして、退院

後もよりよく生きていこうとする力を養う」ことをねらいとして、ショー

ト自立活動（朝８：３５から１５分間）とロング自立活動（金曜日４時間

目）で構成しています。 

 ショート自立活動は全員で行う集団活動（水）とグループ別活動（火・

木）を行っています。ロング自立活動では、退院後も自信をもって生活し

ていけるように下表のような活動をしています。  

 ７月５日にアメリカ・イリノイ州出身のMOLLY先生

が来てくれました。 

 みんな英語でしっかりと自己紹介をすることができま

した。一緒に歌を歌ったり数当てゲームをして、楽しく

交流することができました。 

英語で授業を受けています ♪imagineを弾き語り♪ 

運動に取り組んでいる様子 

オーガンジーで 

夕陽を体験 

たくさんとれました! 赤シソを洗っています 

○夏期補充学習 

７月２５日（月）～２９日（金） 

※詳しい時間については個別にお

知らせします。 

 

 

○始業式 ８月２６日（金） 

干したら完成！ 塩をまぶしています 梅をならべて… 

梅を収穫しています 

 ねらい 内     容 

グ
ル
ー
プ
別
活
動 

 

 

＜心や体の学習＞ 

肥満・糖尿病・喘息など、自分の病気についての学習 

＜グループまたは個人の課題に応じた活動＞ 

運動、調理、リラクゼーション、ビジョントレーニング、 

創作等、病気や自立に必要な活動 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動 

 

 

＜リラックス＞ 

呼吸法、イメージ法等を通してストレスをうまく軽減・発 

散させる方法の学習 

＜言葉＞ 

心を温かくする言葉、傷つける言葉の学習、場面に応じた 

言葉の使い方などの学習 

＜エンカウンター＞ 

 相手の気持ちを理解したり本音を出し合ったりすることを 

 楽しみながら行うゲームなどの活動 

一人一人の病気

や課題を克服す

る力を培う 

言葉や、他者と

関わる基本的な

力を高める 


